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１ 特別職報酬等審議会の概要について

①担任事務

・市議会議員の議員報酬の額、市長・副市長・教育長の給料の額に関する事項

についての審議

※特別職の退職手当の額、審議会開催頻度は諮問事項ではありませんが、「意見」をいただく予定です

②委員構成・・・１０人（学識経験者、市内の公共的団体等の代表者、市民）

※別紙委員名簿参照

③今年度開催スケジュール

・開催予定回数・・・４回

※第１回：１０月４日、第２回：１１月１日、第３回：１１月下旬、第４回：１２月中



２ 前回（平成２６年度）答申内容について

①審議結果

②改定における考え方

・市の財政状況

・市長等特別職、市議会議員の果たす職責、社会的役割の大きさ

・社会経済情勢

○参考資料
・財政状況の推移 ・特別職及び市議会議員の報酬等月額の比較
・特別職及び市議会議員の手当の比較 ・芦屋市一般職の給与等の改定状況
・消費者物価指数等経済指標



３ 特別職・議員の報酬等の状況

①阪神７市特別職報酬額等 ※詳細は、別紙資料19ページ参照

【考察】
○阪神間で市長・副市長は３位、教育長は５位の水準
○各市独自のカットをしているが、カットがなければ市長は６位、副市長は４位、６位の水準



３ 特別職・議員の報酬等の状況

②阪神７市市議会議員報酬額等 ※詳細は、別紙資料21ページ参照

【考察】
○阪神間で議長・副議長・議員は３位の水準
○各市独自のカットをしているが、カット前の水準についてはいずれも３位の水準



３ 特別職・議員の報酬等の状況

③阪神７市特別職退職手当 ※詳細は、別紙資料27ページ参照

【考察】
○阪神間では、市長・副市長・教育長いずれも３位の水準の支給額



４ 芦屋市の財政状況

①令和４年度経常収支比率 ②令和４年度財政力指数

「経常収支比率」とは・・・
人件費など経常的に支出する「経常経費充当一般財源」が、
税収など経常的な収入である「経常一般財源等」に占める
割合数値で、財政構造の弾力性（ゆとり）を判断する指標
として用いられます。この数値が100％に近づくと、財政
的余裕がない状態にあるといえます。

「財政力指数」とは・・・
地方公共団体財政の体力を表すもので、指数が高いほど
財政に余裕があるとみなされます。
この指数が1を超えると、財政が豊かな団体とされ、地方
交付税が交付されません。



４ 芦屋市の財政状況

③令和４年度実質公債費比率 ④令和４年度将来負担比率

「実質公債費比率」とは・・・
借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、
資金繰りの危険度を示す指標です。３か年平均の数値を用
い、数値が大きいほど財政運営が硬直的であることを意
味します。

「将来負担比率」とは・・・
地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支
払っていく可能性のある負担等の決算年度末における残
高の程度を示す指標です。
数値が大きいほど将来財政を圧迫する可能性が高いこと
を意味します。



５ 経済指標等の推移

①消費者物価指数・実質賃金推移

【消費者物価指数】
平成２６年度比
9.8％上昇

【名目賃金】
平成２６年度比
4.5％上昇

※令和２年を１００とした場合の数値



５ 経済指標等の推移

②人事院勧告における給与改定等推移

【平均改定額】
平成２６年度比
合計20,913円上昇

【期末・勤勉手当】
平成２６年度比
0.5月分上昇


